
第４部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策１４　子ども・子育てに関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣ 政策
・キーワードとして、一人一人が主役に、一人一人が活躍できる場のような文言を入れると、
取組の方向性に合うのではないか。
・目標の「こどもの未来が輝くまちをつくる」は、抽象的ではないか。

・目標の「こどもの成長をみんなで応援し」を「こども一人ひとりが自らの可能性を
広げられるよう社会全体でこどもの成長を応援することにより」に変更
・「こどもの未来が輝くまちをつくる」は、こども未来条例の目的及び、こども未来計
画の基本理念であるため、そのままの文言を引用したい。

2⃣ 政策 ・具体的な内容の１つ目「社会全体が」を「社会全体で」に直したほうがいいのではないか。 ・「社会全体が」を「社会全体で」に修正

3⃣ 政策
・具体的な内容の２つめ「教育を通じた」を「教育を通した」に直したほうがいいのではない
か。

・「教育を通じた」を「教育を通した」に修正。

4⃣ 政策
・具体的な内容の3つめ「こどもの声を聴き、こどもの視点に立ち」を「こどもの視点に立ち、
こどもの声を聴き」に直したほうがいいのではないか。

・「こどもの声を聴き、こどもの視点に立ち」を「こどもの視点に立ち、こどもの声を聴
き」に修正。

②その他（他の部会で検討するもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・こどもを連れてＵターンであったり、移住してくる方を見据え、身寄りがない方を地域で支え
る取組が必要ではないか。

・第２部会の政策5「地域活性化に関する政策」における、施策④「地域の活性化や
地域コミュニティの維持に取り組む」の中で検討。

2 ・こども・子育てについてポジティブな情報をもっと発信してほしい。
・第２部会の政策6「共生・協働に関する政策」における、施策②「女性が輝きいきい
きと暮らせる社会の実現を図る」の中で検討
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第４部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策１５　学校教育に関する政策

①具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・部活動地域移行では、保護者から送迎の問題に関する声が一番多い。
・部活動地域移行に伴い、月謝を払うこととなるため月謝の補助について検討してほしい。

・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、地域クラブ
活動推進協議会及び同部会で引続き協議、検討していく。

2

・部活動地域移行に関して、分かっている人と分かっていない人の温度差があるため、この溝
を埋めてもらいたい。
・部活動地域移行に関して、こどもが自分で情報を取得できるようにし、自ら選択できるよう
にすべきではないか。

・現状、保護者、スポーツ団体、文化団体、教員を対象とした説明会を開催している
ほか、ドリーム通信の発行、市ホームページへの掲載等情報発信を行っている。
・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、児童生徒に
対してもこどもドリーム通信の臨時発行や、学校で貸与しているタブレット端末にド
リーム通信や市ホームページへのショートカットを表示するなど、部活動地域移行に
関わるあらゆる世代が情報に触れる機会を増やしていく。

3 ・部活動を選択する段階に、ちゃんとこどもが参画してるのか。

・部活動や地域クラブ活動に限らず、地域の活動や家庭の活動に参加することな
ど、広い選択肢から、放課後の活動を中学生が主体的に選択することが重要であ
る。
・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、各種説明会
やドリーム通信などでも、放課後をどう過ごすか本人と保護者が一緒に考えていけ
るよう周知していく。

4
・小学生から大学生まで世代を超えて交流できる公民館での行事なども地域移行に取り込
んでいってほしい。

・部活動や地域クラブ活動に限らず、地域の活動や家庭の活動に参加することな
ど、広い選択肢から、放課後の活動を中学生が主体的に選択することが重要であ
る。
・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、各種説明会
やドリーム通信などでも、放課後をどう過ごすか本人と保護者が一緒に考えていけ
るよう周知していく。

5 ・学校のほうからこどもたちのタブレットに、公民館の講座情報などを提供できないか。
・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、児童生徒一
人一人のiPadのデスクトップ上のアイコンから、地域クラブ情報やイベント情報等に
アクセスできるようにした。

6
・公民館の運営審議会に、校区の小中学校の校長先生も入っていると思うため、連携して学
校に対し情報発信ができないか。

・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、中学校進学
時に、保護者及び新入生に対し、学校から部活動及び地域クラブに関する説明を
行っていく。

7 ・学校規模適正化の検討段階でPTAにも伝わるような仕組みがとれないか。
・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、現状におい
ても検討段階からすでにPTAの代表者に会議に参加していただき意見を聞いてい
る。

8 ・学校が何を重視して学校をつくっていくのかなど、福井市のビジョンが必要ではないか。
・具体的な取組に関することのため、総合計画への記載は行わないが、福井市学校
教育方針にて対応している。
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NO 該当箇所 意見の内容 対応案

9
・SNSなどで使用される言葉がキツくなるなどしていると感じるため、国語力をしっかり身に
つけるような教育も必要ではないか。

・具体的な取組に関することのため、総合計画への記載は行わないが、各小中学校
でスマートルールを作成して実践しているほか、福井市教育振興計画の中に道徳教
育と人権教育の推進や、読書活動の充実を含めている。

10
・学校において、こどもの権利などについて理解を進めるため、こどもの権利条例を読み解く
などしてはどうか。

・具体的な取組に関することのため、総合計画への記載は行わないが、政策１４「こ
ども・子育てに関する政策」のなかで具体的な取組については検討していく。

11 ・遊びの時間と学びの時間をバランスよく取れるような学校教育にできないか。 ・「遊び」の時間をカリキュラムに入れることは困難である。

12 ・人権や学校の支援員など、教育にかかる予算などをしっかり確保してほしい。 ・予算に関する意見のため、総合計画実施計画のなかで検討していく。

13 ・部活動地域移行に関し、地域で技術指導ができる人材を発掘しておいてほしい。
・具体的な取組に関することのため、総合計画への記載は行わないが、指導者の質
と量の確保については、各団体とも協調しながら地域クラブ活動を持続可能なもの
としていく。

14
・部活動地域移行に関し、今後の休日・平日全面移行に向けて、実際運用された際に出てき
た課題に対応するための予算、支援がほしい。

・具体的な取組に関することのため、総合計画への記載は行わないが、引続き地域
クラブ活動推進協議会及び同部会で協議、検討していく。

②その他（反映が困難であったもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1 ・教員の質保証に関する施策を検討してほしい。 ・県教育委員会の範疇ではあるが、今後も連携を図っていく。
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第４部会　第２回資料

総合計画原案に対する意見と対応案 政策１６　生涯学習・生涯スポーツに関する政策

①原案に反映

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1⃣
・具体的な内容の1つ目「～生きがいを持って暮らすことができる環境」を「～生きがいを持っ
て暮らせる環境」に変更してはどうか。

・「～生きがいを持って暮らすことができる環境」を「～生きがいを持って暮らせる環
境」に修正。

2⃣
・具体的な内容の2つめ「～利用者の利便性向上を」について、「利用者」の記載は不要で
はないか。

・「～利用者の利便性向上を」を「～利便性の向上を」に修正。

②具体的な取組として検討

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・市民の団体とかが気軽に借りれる場所がすぐに埋まってしまうため、一般の方が借りれるよ
うな場所を増やしてほしい。

・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、既に希望す
る公民館（地区公民館）に空き状況を確認し、使用目的を伝えた上で利用できる制
度があり、本市のホームページでも利用案内を掲載している。

2
・学校でこどもたちに貸与しているタブレットから、イベントのなどのチラシにアクセスできるよ
うな取組をしてはどうか。

・具体的な事業に関することのため、総合計画への記載は行わないが、児童生徒一
人一人のiPadのデスクトップ上のアイコンから、地域クラブ情報やイベント情報等に
アクセスできるようにした。
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③その他（反映が困難であったもの、他の部会で検討するもの）

NO 該当箇所 意見の内容 対応案

1
・図書館も図書のことだけではない、ほかの附帯的なサービスも含まれていると、とても身近
に感じられるのではないか。

・リニューアルした市立図書館は地域交流センターを併設し、多目的ホール、活動
室、ラウンジ、屋外広場など、市民が気軽に様々な用途で利用できる。

2 ・スポーツ、文化、芸術に関する政策についても記載すべきでないか。
・新たに設けた政策１３「地域資源」において、文化や歴史、自然を、郷土の誇りとし
て未来につなぎ、ふくいの新たな魅力を創出するまちをつくることを目標として検討
していく。

3 ・郷土学習は福井市で独自に取り組んでいる「福井学」と記載してほしい。 ・福井学は事業名のため、当該箇所の記載は「郷土学習」としたい。

4
・目標について「学習やスポーツ」ではなく「文化、スポーツ」としたほうが良いのではない
か。

・文化については、新たに設けた政策１３「地域資源」において、文化や歴史、自然
を、郷土の誇りとして未来につなぎ、ふくいの新たな魅力を創出するまちをつくること
を目標として検討していく。
・この政策における学習は、教育基本法の生涯学習の理念に基づいて行うものであ
り、学習という言葉はそのままとしたい。
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